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2010 年に西湖でクニマス Oncorhynchus kawamurae が再発見されたことを受け，水産技術センター忍野支所（以

下，忍野支所という）では本種の域外保全と将来的な養殖対象種としての活用を図るため，2011 年度に西湖産天

然親魚から作出したクニマスを用い，養殖技術の確立に向けた研究を行ってきた 1-4)。これらの結果，天然親魚か

ら得られた稚魚は配合飼料への餌付きが著しく悪く，餌付け初期の生残率低下が課題の一つとなっていた。そこ

で，2017 年 12 月に西湖産天然親魚からの人工授精により得たクニマス稚魚に対し，通常の配合飼料に加え，生

物餌料による餌付けを試みたところ，従前に比べ良好な成績が得られたので報告する。 

なお，本研究は山梨県総合理工学研究機構の研究課題の一環として実施した。 

 

材料及び方法 

供試魚の作出 

2017 年 12 月 11 日及び 12 月 13 日に西湖桑留尾沖のクニマス産卵場において，底刺し網により採捕したクニマ

ス天然魚を忍野支所に移送し，屋外に設置した 700L 容角形 FRP 水槽に収容した。収容の際には魚体測定と熟度

鑑別を行うとともに，個体識別のため背鰭基部にアンカータグで標識した。水槽には 12.5℃の井水を微量注水す

るとともに，冷却機で水温を産卵場と同じ 4℃程度に調節した。収容時に排卵が確認された場合には，搾出法ま

たは切開法により採卵し，等張液で洗卵後，雄より搾出した精子で媒精した。また，冷水病の垂直感染を防ぐた

め，ヨード剤による吸水前受精卵消毒 5)を施した。収容時に未排卵であった雌は排卵が確認されるまで畜養し，

同様に人工授精に供した。これら天然魚の種判別はクニマス種特異的プライマーを用いた PCR 法 6)によった。 

受精卵は交配した親魚の組み合わせ毎にカゴ（L:16.5×W:12.5×D:12.5cm，目合 0.3mm）に収容の上，12.5℃の

井水中で発眼期まで管理した。検卵は受精から約 3 週間後（積算水温約 260℃）に行い，検卵後の発眼卵は，井

水を微量注水の上，冷却機で水温を 8℃に調節した水槽に収容して浮上期まで管理した。 

 

稚魚の飼育 

 2018 年 3 月 26 日及び 4 月 2 日に浮上した稚魚計 914 尾を，ブリキ製水槽（L:100×W:22×D:16cm）2 槽に 2 個

ずつ設置したカゴ（L:20×W:20×D:30cm，目合 1mm）計 4 個に概ね 4 等分して収容し，12.5℃の井水を掛け流し

て飼育を開始した。同時に配合飼料（アユ餌付用ゴールド No.3，日清丸紅飼料（株））及びブラインシュリンプ

幼生（以下，BS という）による餌付けを開始した。配合飼料の給餌は手撒きと小型自動給餌機（フードタイマー，

（株）マルカン）を併用し，1 日 5 回適量を給餌した。配合飼料の粒径はその後の成長に応じ，マス用のもの（マ

ス餌付スーパーA，同 B，いずれも日清丸紅（株））に適宜切り替えた。BS は次亜塩素酸ナトリウムにより脱殻

処理を施した耐久卵をふ化させたものを井水で洗浄し，1 日 1 回，週 4 日間給餌した。BS 耐久卵の脱核処理は，

井水で希釈した次亜塩素酸ナトリウム溶液 200mL（有効塩素終濃度 1.5%，液温約 20℃）を入れた 500mL 容プラ

スチックビーカーに，調理用計量スプーン小さじ 1~5 杯分の耐久卵を加えた後，マグネティックスターラーを用

いて 12 分間混和することにより行った。BS の 1 回あたりの給餌量は 2018 年 10 月まで概ね 250 万個体とした。

飼育水槽は，成長に応じて順次容量の大きなものに移行させた。餌付け開始から約 1 ヶ月後の 2018 年 5 月 8 日

に，それまで 4 個のカゴで飼育していた全ての稚魚をコンテナー水槽（L:64×W:44×D:38cm ）1 槽にまとめて 
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収容した。さらに餌付け開始から約 90 日後の 2018 年 7 月 3 日に FRP 製餌付槽（L:170×W:45×D:45cm）に移し

た。 

餌付け開始から 180 日を⤒㐣した㡭，配合飼料に餌付いた個体と餌付いていない個体間での成長ᕪが目立って

きたため，2018 年 10 月 16 日に，㑅別を行った。㑅別は目どによりトビ⩌，大⩌，小⩌に分け，トビ⩌ 25 尾（平

ᆒ体㔜 13.3g）及び大⩌ 651 尾（平ᆒ体㔜 5.5g）を FRP 製水槽（L:350×W:100×D:50cm）1 槽にまとめて収容し，

小⩌ 159 尾（平ᆒ体㔜 1.3g）はコンテナー水槽 1 槽に収容した。この際，トビ⩌及び大⩌は目どにより配合飼料

に༑分餌付いていると判᩿されたため，BS の給餌を終஢した。小⩌については，配合飼料に༑分に餌付いていな

かったため，ᘬき⥆き BS を給餌することとした。1 日あたりの BS 給餌量は概ね 85 万個体とし，2018 年 12 月

14 日まで配合飼料と併用して給餌した（図 1）。 

 

餌付開始（914尾） 選別 大+トビ群（平均体重5.8g・676尾）

小群（平均体重1.3g・159尾）
2018年 配合単独

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

配合+BS（約250万個体/日）
配合単独

配合+BS（約85万個体/日）

 
図 1 給餌と㑅別の≧ἣ 

 

⤖ᯝ及び⪃ᐹ 
供試魚の作出 

西湖にて採捕したクニマス天然魚の魚体測定結果を⾲ 1 に♧した。2017 年 12 月 11 日に採捕されたものは，雄

9 尾，雌 3 尾で，うࡕ雄 2 尾が収容時にへいṚした。12 月 13 日に採捕された個体は，雄 2 尾，雌 3 尾で，うࡕ未

排卵の雌 1 尾が収容時にへいṚした。これらのクニマス天然魚はいずれも体Ⰽが㯮化し஧次ᛶᚩを࿊した成熟個

体で，雄は全て排精していた。また，PCR 法による種判別の結果，全ての個体がクニマスと判別された。これら

の個体は採卵後，10%࣍ルマリンᅛ定し，液ᾐ標本としてᙜ所標本ྎᖒにⓏ㘓した（標本␒ 㸸ྕYFTC-264㹼280）。 

 

⾲ 1 西湖産クニマス天然魚の魚体測定結果 

採捕日 タグNo. 標本番号 性別 体重(g) 全長(㎜) 体長(㎜) 備考

2017/12/11 C051 YFTC-264 ♂ 134 242 211 収容時にへい死

C052 YFTC-265 ♂ 132 254 215 収容時にへい死

C053 YFTC-266 ♂ 146 260 230
C054 YFTC-267 ♀ 166 256 215
C055 YFTC-268 ♂ 183 277 243
C056 YFTC-269 ♂ 116 238 217
C057 YFTC-270 ♂ 194 275 244
C058 YFTC-271 ♂ 101 217 196
C059 YFTC-272 ♂ 79 228 201
C060 YFTC-273 ♂ 91 212 192
C061 YFTC-274 ♀ 170 265 230
C062 YFTC-275 ♀ 515 369 320

2017/12/13 C063 YFTC-276 ♂ 140 249 213
C064 YFTC-277 ♂ 154 269 232
C065 YFTC-278 ♀ 243 303 267 収容時にへい死

C066 YFTC-279 ♀ 153 277 237
C067 YFTC-280 ♀ 148 265 227
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 ⾲ 1 に♧した個体のうࡕ，雌 5 尾，雄 6 尾から採卵，採精のうえ，人工授精を行った結果を⾲ 2 に♧した。人

工授精は計 10 ౛実施した。雌 1 尾あたりの採卵ᩘは 46㹼804 粒で，計 1,818 粒を採卵した。発眼率，Ꮴ化率，浮

上率の平ᆒはそれࡒれ 57.6%，52.3%，50.3%で計 914 尾の浮上稚魚が得られた。 

 

⾲ 2 採卵成績 

ཷ⢭日 㞤ぶ㨶
タグNo.

㞝ぶ㨶
タグNo.

౪ヨ༸ᩘ
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ཷ⢭⋡
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Ⓨ║⋡
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Ꮴ໬⋡
䠄%䠅

ᾋୖᑿᩘ
䠄ᑿ䠅

ᾋୖ⋡
䠄%䠅

備䚷考

2017/12/11 C061 C055 46 50䡚60 21 45.7 21 45.7 21 45.7 ཷ⢭⋡䛿┠どに䜘䜛ᴫ⟬

2017/12/11 C054 C053 180 50䡚60 128 71.1 121 67.2 117 65.0 ཷ⢭⋡䛿┠どに䜘䜛ᴫ⟬

2017/12/11 C054 C055 185 - 141 76.2 139 75.1 138 74.6
2017/12/11 C054 C057 165 - 111 67.3 104 63.0 103 62.4
2017/12/13 C066 C064 334 - 0 0 0 0 0 0 2018/1/4全䛶死༸
2017/12/13 C067 C063 29 - 0 0 0 0 0 0 2017/12/14全䛶死༸
2017/12/14 C067 C055 75 - 0 0 0 0 0 0 2017/12/15全䛶死༸
2017/12/15 C062 C055+C060 61 98.4 47 77.0 44 72.1 40 65.6 2ಶ体ศ䛾⢭Ꮚ䜢䝥䞊䝹
2017/12/16 C062 C055+C057 677 - 581 85.8 504 74.4 477 70.5 2ಶ体ศ䛾⢭Ꮚ䜢䝥䞊䝹
2017/12/18 C062 C055+C057 66 - 19 28.8 18 27.3 18 27.3 2ಶ体ศ䛾⢭Ꮚ䜢䝥䞊䝹
ྜィ䞉ᖹᆒ 1,818 1,048 57.6 951 52.3 914 50.3  

 

稚魚の飼育 

 浮上稚魚の BS へのႴ好ᛶは良好で，給餌開始ᙜ初より積ᴟ的にᦤ餌している様子が目どにてほᐹされたが，

配合飼料への餌付きはᴟ➃に悪く，ᦤ餌している様子は࡯と࡝ࢇ見られなかった。給餌開始から約 90 日を⤒㐣し

た㡭には配合飼料をᦤ餌する個体が見られる様になったものの，BS に比べႴ好ᛶは౫然として低かった。給餌開

始から約 180 日を⤒㐣した㡭には，配合飼料を積ᴟ的にᦤ餌する個体がከく見られる様になり，こうした個体の

成長が㢧著であった一᪉で，配合飼料に༑分餌付いていないとみられる個体も見られ，これらに成長ᕪが生じた

ため㑅別を行った。この際，配合飼料に༑分餌付いたとみられる，トビ⩌と大⩌は FRP 水槽 1 槽にまとめて収容

し，配合飼料༢⊂の給餌としたが，その後の成育≧ἣは順調に᥎移した。一᪉，౫然として配合飼料への餌付き

が୙༑分と⪃えられた小⩌については，コンテナー水槽 1 槽に収容し，給餌開始から 260 日後の 2018 年 12 月 14

日（受精から㉳算して‶ 1 ṓ）まで配合飼料と併用して BS の給餌を⥆けた。餌付け開始から 260 日までの生残

率の᥎移を，配合飼料のみで餌付けを行った 2011 年度作出⩌の結果とあわせて図 2 に♧した。 

 

 

図 2 餌付け開始後の生残率の᥎移 
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 餌付け開始からの生残率は，2011 年度作出⩌では，餌付け開始から約 3 ヶ月間でᛴ⃭に低下しており，そのཎ

ᅉは配合飼料への餌付き୙良による㣹Ṛであった 1)。一᪉，配合飼料に加え BS を併用して餌付けを行った 2017

年度作出⩌では，BS の給餌により餌付け初期のῶ⪖は見られなかった。その後も目立ったへいṚは見られず，餌

付け開始から 260 日後の生残率は，2011 年度作出⩌の 29.3%に対し，2017 年度作出⩌では 88.4%に㐩し，従前の

配合飼料のみで餌付けを行った場合に比べ生残率が約 3 ಸに向上した。なお，この時の平ᆒ体㔜は大⩌が 13.3g，

小⩌が 3.6g であった。以㝆，小⩌のうࡕ 20 尾程度が᭱後まで餌付かずに㣹Ṛしたが，その௚のものは配合飼料

のみで概ね順調に成育した。これらの結果より，クニマス初期飼育における配合飼料と BS を併用した給餌は初

期ῶ⪖を大ᖜにᢚえることに有効であると⪃えられた。 

 

ㅰ ㎡ 
本研究を行うにあたり供試魚の飼育管理を行っていたࡔいた水産技術センター忍野支所の⩚⏣ᖾྖ୺௵技⬟ဨ

 。か⮫時⫋ဨの᪉々にㅰពを⾲します࡯

 

せ ⣙ 
1.  2017 年 12 月に西湖産天然親魚からの人工授精により得たクニマス浮上稚魚 914 尾に対し，配合飼料に加

え，BS を併用して餌付けを行った。 

2.  稚魚の BS へのႴ好ᛶは良好で給餌開始ᙜ初より良くᦤ餌したものの，配合飼料への餌付きはᴟ➃に悪か

った。 

3.  給餌開始 180 日を⤒㐣した㡭には配合飼料への餌付きの有↓により成長ᕪが生じたため㑅別を行い，トビ

⩌及び大⩌は BS の給餌を終஢した。小⩌については，ᘬき⥆き給餌開始 260 日後（‶ 1 ṓ）まで配合飼料

と BS を併用して給餌した。 

4.  ‶ 1 ṓ時のトビ⩌，大⩌，小⩌を合わせた生残率は 88.4%に㐩し，従前の配合飼料のみで餌付けを行った

場合に比べ生残率が約 3 ಸに向上した。 
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